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メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）
は
、

人
か
ら
人
に
感
染
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
に
変
異
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

予
防
の
心
構
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
人
に
は
感
染
し
に
く
か
っ
た
動

物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
子
が
変
異
し
て
、
人
か
ら

人
へ
容
易
に
感
染
す
る
力
を
獲
得

し
、
人
に
と
っ
て
新
た
な
ウ
イ
ル

ス
と
な
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
と
い
い
ま
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
て
、
人
は
免
疫
を
持
た

な
い
た
め
、
過
去
の
例
か
ら
も
人

へ
の
感
染
拡
大
が
急
速
に
進
み
、

世
界
的
な
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
過
去
に
も
新
し
い
種
類
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
世
界
で

多
く
の
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
十
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
で

は
、
世
界
中
で
二
五
％
〜
三
〇
％

の
人
が
感
染
し
、
日
本
で
は
三
十

九
万
人
が
死
亡
し
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
に
比
べ
て
人
口

の
増
加
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
が

進
み
、
交
通
機
関
も
発
達
し
て
い

る
現
代
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
世

界
中
に
急
激
に
広
が
り
ま
す
。 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
で

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
危

機
管
理
を
六
段
階
に
分
け
て
い
ま

す
。
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
危
機

管
理
レ
ベ
ル
は
「
フ
ェ
ー
ズ
５
（
五

月
二
十
七
日
現
在
）」。
こ
れ
は
、

世
界
規
模
で
み
る
と
、
人
か
ら
人

へ
の
感
染
が
増
大
し
て
い
る
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
　
　
の
予
防
と
対
策 

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
理
解
と 

　
　
　
　
早
目
の
準
備
を 

特集 特集 

新型インフルエンザの発生段階 

過去の新型インフルエンザの発生状況 

段階 新型インフルエンザの発生状況 

フェーズ1 ヒトに感染する可能性のある新型ウィルスが出現 

フェーズ2 ヒトに感染する危険性の増大 

フェーズ3 新型インフルエンザがヒトに感染 

フェーズ4 限定された範囲でヒトからヒトへ感染 

フェーズ5 　　　ヒトからヒトへの感染の増大 

フェーズ6 世界的な大流行（パンデミック） 

＊WHOの資料を基に作成 

ヒ
ト
へ
の
感
染
が
拡
大 

現在 
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◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？ 

 

短
期
間
で

短
期
間
で 

　
感
染
が
起
こ
る

　
感
染
が
起
こ
る 

世
界
的
大
流
行
の
危
険

世
界
的
大
流
行
の
危
険 

短
期
間
で 

　
感
染
が
起
こ
る 

世
界
的
大
流
行
の
危
険 
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基
本
的
に
す
べ
て
の
人
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
、

抵
抗
力
（
免
疫
）
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、
急
速

に
広
が
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
人
口
増
加
や
都
市
へ

の
人
口
集
中
、
飛
行
機
の
よ
う
な

短
時
間
で
多
く
の
人
が
移
動
で
き

る
交
通
機
関
の
発
達
な
ど
に
よ
っ

て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
短

期
間
の
う
ち
に
、
ひ
と
つ
の
地
域

だ
け
で
な
く
、
地
球
全
体
に
広
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
流
行
を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と

い
い
ま
す
。 

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
場
合
、

大
き
な
社
会
影
響
や
混
乱
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
機
関

に
は
患
者
が
あ
ふ
れ
ま
す
が
、
医

療
関
係
者
が
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
労
働
力

が
失
わ
れ
、
物

流
停
滞
に
よ
る

医
療
品
や
食
料

品
の
不
足
、
電

気
・
水
道
・
ガ

ス
の
供
給
や
ゴ

ミ
処
理
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
情

報
の
氾
濫
に
よ
る
混
乱
な
ど
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
に

流
行
す
る
こ
と
か
ら
近
隣
地
域
か

ら
の
支
援
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 

　
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
に
も
と
づ
い
て
対
応
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
日
ご
ろ
の

健
康
管
理
な
ど
で
、
影
響
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
初
期
症
状
は
三
十
八
度
以
上
の

高
熱
が
突
然
出
て
、
せ
き
な
ど
の

気
道
症
状
や
全
身
倦
怠
な
ど
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ほ
ぼ
同
様

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
下
痢

や
嘔
吐
、
腹
痛
、
胸
痛
、
鼻
出
血
、

歯
肉
出
血
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
潜
伏
期
間
、

重
症
の
程
度
と
時
期
、
好
発
年
齢

な
ど
の
情
報
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
流
行
し
て
い
る
Ｈ
１
Ｎ

１
型
は
、
弱
毒
性
と
い
う
こ
と
で
、

致
死
率
は
低
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
過
程
で

強
毒
性
へ
突
然
変
異
す
る
可
能
性

も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

様
で
、
発
熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
、

節
々
の
痛
み
、
頭
痛
、
悪
寒
、
と

い
っ
た
内
容
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
特
徴
が
異
な
る
た
め
、
現

在
で
は
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？ 

新型インフルエンザの流行まで 

季節性インフルエンザ 
 
 

晩秋から早春に流行 
 
 

高齢者が多い 
 
 

幼・小児や高齢者、 
免疫の低下している人 

新型インフルエンザ 

38℃以上の発熱、頭痛、 
関節痛、筋肉痛、のどの 
痛み、鼻水など、ほかにも 
気管支炎、肺炎、中耳炎、 
熱性けいれんを併発 

流行するウィルスに 
より特徴が異なるた 
め、現在では予測で 
きません。 

　　　（予測） 
38℃以上の発熱、鼻 
血、筋肉痛、多臓器 
不全、肺炎、下痢、 
腹痛、心筋炎、呼吸 
困難など 

時　期 

死亡者の 
年齢層 

主な症状 

感染者 
の特徴 

新型インフルエンザと 
　季節性インフルエンザの比較 

新型インフルエンザが人で 
爆発的に流行するおそれ 

野鳥 

鶏等 
（家きん） 

ヒト 
インフルエンザ 
ウィルス 

新型インフルエンザ 
パンデミック 




